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１．概要（Summary）

無染色の浮遊細胞のラマン光解析をする適切な観

察系について、早稲田大学支援機関に技術相談を行っ

た。

ラマン分光は、物質に光を入射した時に散乱された光

の中に入射された光の波長と異なる波長の光を検出する

分析法であり、分子構造、結晶構造解析、化学組成の同

定などに用いられている。またその対象物は広く、有機物、

無機物、化学反応過程、細菌、細胞など多岐にわたって

いる。本検討においては無染色の浮遊細胞ノラマン解析

を試みた。

その結果、無染色の浮遊細胞のラマン散乱光解析に

おいて、早稲田大学の横から光入射できる簡易治具では

細胞の形態が明瞭に観察できないことが判明し、透過照

明を備えた観察系が必要であることがわかった。

実験装置 ： 顕微ラマン分光装置

２．実験（Experimental）

＜技術相談のため概要のみ記載。以下、空欄。＞

３．結果と考察（Results and Discussion）

＜技術相談のため概要のみ記載。以下、空欄。＞

４．その他・特記事項（Others）

なし。

５．論文・学会発表（Publication/Presentation）
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